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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】負極タブが溶接される接触リードの振動や撓み
によるショートの発生を防止する二次電池の提供。
【解決手段】電極組立体１１１が収容される缶１１０、
缶１１０の開口部に結合され、一側から他側に正極タブ
ホール１２１、負極タブホール１２２及び注液ホール１
２３がそれぞれ形成されるキャッププレート１２０、キ
ャッププレート１２０の上面に備えられ、一側端部に負
極タブホール１２２を貫通した電極組立体１１１の負極
タブ１１１ｂが結合され、他側端部に結合ホール１３２
ａが形成された接触リード１３０、及びキャッププレー
ト１２０と接触リード１３０との間に備えられ、接触リ
ード１３０の結合ホール１３２ａに結合されつつ、接触
リード１３０の他側端部を固定する結合突起１４１が形
成された絶縁部材１４０を含み、結合突起１４１の先端
には、接触リード１３０の上面に支持されつつ接触リー
ド１３０を固定する固定部１４２が形成された二次電池
。
【選択図】図２ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極組立体が収容される缶；
　前記缶の開口部に結合され、一側から他側に正極タブホール、負極タブホール及び注液
ホールがそれぞれ形成されるキャッププレート；
　前記キャッププレートの上面に備えられ、一側端部に前記負極タブホールを貫通した電
極組立体の負極タブが結合され、他側端部に結合ホールが形成された接触リード；及び
　前記キャッププレートと前記接触リードとの間に備えられ、前記接触リードの結合ホー
ルに結合されつつ、前記接触リードの他側端部を固定する結合突起が形成された絶縁部材
を含み、
　前記結合突起の先端には、前記接触リードの上面に支持されつつ、前記接触リードを固
定する固定部が形成されることを特徴とする二次電池。
【請求項２】
　前記固定部は、前記結合突起の先端を高温の熱で加圧することにより、前記結合突起の
先端部が溶融されるとともに、外側へ徐々に拡張されつつ形成されることを特徴とする請
求項1に記載の二次電池。
【請求項３】
　前記絶縁部材は、両側面に接触リードの側部を支持するリブが形成されることを特徴と
する請求項1に記載の二次電池。
【請求項４】
　前記絶縁部材には、前記接触リードの一側端部まで延長して形成され、前記注液ホール
と前記負極タブホールにそれぞれ連通される注液貫通ホールと負極タブ貫通ホールが形成
されることを特徴とする請求項3に記載の二次電池。
【請求項５】
  前記絶縁部材は、前記キャッププレートに接着剤で接着されることを特徴とする請求項
1に記載の二次電池。
【請求項６】
　前記接触リードは、前記負極タブホールを貫通した電極組立体の負極タブが結合される
連結部と、前記結合突起が結合される結合ホールが形成された結合部と、前記連結部と前
記結合部との間に備えられ、前記注液ホールを仕上げる仕上部とを含むことを特徴とする
請求項1に記載の二次電池。
【請求項７】
　二次電池の製造方法であって、
　缶の開口部を介して電極組立体を収容した後、前記缶の開口部にキャッププレートを結
合する電極組立体の組立段階(S10)；
　前記キャッププレートの上面に結合突起が形成された絶縁部材を取り付ける絶縁部材の
組立段階(S20)；
　前記結合突起を前記接触リードの他端を貫通させて互いに結合させ、前記接触リードの
一端を前記負極タブホールを貫通した電極組立体の負極タブに連結する接触リードの組立
段階(S30)；及び
　前記接触リードを貫通した前記結合突起の先端部を高温の熱で加圧する傍ら、前記結合
突起の先端部が溶融されるとともに、外側へ徐々に拡張される固定部が形成されつつ前記
接触リードを固定する接触リードの固定段階(S40)を含むことを特徴とする二次電池の製
造方法。
【請求項８】
　前記絶縁部材には、前記接触リードの一側端部まで延長して形成され、前記注液ホール
と前記負極タブホールにそれぞれ連通される注液貫通ホールと負極タブ貫通ホールが形成
されることを特徴とする請求項7に記載の二次電池の製造方法。
【請求項９】
　前記絶縁部材は、前記キャッププレートに接着剤で接着されることを特徴とする請求項
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7に記載の二次電池の製造方法。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、二次電池及びその製造方法に関し、特に負極タブと接触される接触リードの
固定力を向上させた二次電池及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、二次電池は、充電が不可能な一次電池とは異なり、充放電が可能な電池のこと
を言うものであって、携帯電話、PDA、ノートブックコンピュータなどの小型先端電子機
器の分野で広く用いられている。
【０００３】
　このような二次電池のうち角形または円筒形の二次電池は、金属材の缶を利用する電極
組立体を収容する形態を有する。
【特許文献１】韓国特許公開第10-2000-0020535号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
 従来の技術に係る角形または円筒形二次電池は、電極組立体と電解液をともに挿入する
缶と、前記缶の開口を塞いで密封するキャップアセンブリとを含み、前記キャップアセン
ブリは、前記缶の開口を塞いで密封するトップキャップ、前記トップキャップの下部に備
えられる絶縁性を有するキャッププレート、及び前記キャッププレートとトップキャップ
との間に備えられ、前記電極組立体に形成された負極タブが溶接される接触リードを含む
。
【０００５】
　しかし、前記接触リードの一側端部は負極タブに溶接されて固定されるが、他側端部は
固定されておらず、よって励起（振動）または撓み現象が発生し得る。特に、励起するか
撓んだ接触リードによりショートが発生し得る。
【０００６】
　本発明は、前述した問題を解決するために案出されたものであって、本発明の目的は、
負極タブが溶接される接触リードの両側端部を固定し、接触リードが励起するか撓む問題
を解決し、よって、ショートの発生を未然に防止する二次電池及びその製造方法を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前述した課題を解決するための手段として、本発明に係る二次電池は、電極組立体が収
容される缶；前記缶の開口部に結合され、一側から他側に正極タブホール、負極タブホー
ル及び注液ホールがそれぞれ形成されるキャッププレート；前記キャッププレートの上面
に備えられ、一側端部に前記負極タブホールを貫通した電極組立体の負極タブが結合され
、他側端部に結合ホールが形成された接触リード；及び前記キャッププレートと前記接触
リードとの間に備えられ、前記接触リードの結合ホールに結合されつつ、前記接触リード
の他側端部を固定する結合突起が形成された絶縁部材を含み、前記結合突起の先端には、
前記接触リードの上面に支持されつつ、前記接触リードを固定する固定部が形成され得る
。
【０００８】
　前記固定部は、前記結合突起の先端を高温の熱で加熱することにより、前記結合突起の
先端部が溶融されるとともに、外側へ徐々に拡張されつつ形成され得る。
【０００９】
　前記絶縁部材は、両側面に接触リードの側部を支持するリブが形成され得る。　前記絶
縁部材には、前記接触リードの一側端部まで延長して形成され、前記注液ホールと前記負
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極タブホールにそれぞれ連通される注液貫通ホールと負極タブ貫通ホールが形成され得る
。
【００１０】
　前記絶縁部材は、前記キャッププレートに接着剤で接着され得る。
【００１１】
　前記接触リードは、前記負極タブホールを貫通した電極組立体の負極タブと結合される
連結部と、前記結合突起が結合される結合ホールが形成された結合部と、前記連結部と前
記結合部との間に備えられ、前記注液ホールを仕上げる仕上部を含むことができる。
【００１２】
　一方、本発明に係る二次電池を製造する製造方法は、缶の開口部を介して電極組立体を
収容した後、前記缶の開口部にキャッププレートを結合する電極組立体の組立段階(S10)
；前記キャッププレートの上面に結合突起が形成された絶縁部材を取り付ける絶縁部材の
組立段階(S20)；前記結合突起を前記接触リードの他端を貫通させて互いに結合させ、前
記接触リードの一端を前記負極タブホールを貫通した電極組立体の負極タブに連結する接
触リードの組立段階(S30)；及び前記接触リードを貫通した前記結合突起の先端部を高温
の熱で加圧する傍ら、前記結合突起の先端部が溶融されるとともに、外側へ徐々に拡張さ
れる固定部が形成されつつ、前記接触リードを固定する接触リードの固定段階(S40)を含
むことができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る二次電池は、下記のような効果がある。
【００１４】
　第一：絶縁部材に形成された結合突起を介し接触リードの他側端部を固定して、励起す
るか撓む問題を解決することができる。
【００１５】
　第二：結合突起に形成された固定部を熱融着して一体に形成することにより、接触リー
ドの固定力を高めることができる。
【００１６】
　第三：絶縁部材に形成されたリブを介して接触リードを安定的に支持することができる
。
【００１７】
　第四：絶縁部材は、接触リード全体を支持して絶縁性を高めることができる。
【００１８】
　第五：絶縁部材は、キャッププレートに接着剤で接着されて取付けの容易性を得ること
ができる。
【００１９】
　第六：連結部、結合部及び仕上部で接触リードを構成し、前記結合部に結合ホールを形
成して接触リードの性能を改善させることができる。
【００２０】
　第七：絶縁部材を含む二次電池を製造することにより、接触リードの両側端部の固定力
を高めることができ、よってショートの発生を未然に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る二次電池を示す斜視図である。
【図２ａ】本発明に係る二次電池を示す断面図である。
【図２ｂ】図2aに示された「a」部分の拡大図である。
【図３】本発明に係る二次電池の製造方法を示すフローチャートである。
【図４】本発明に係る二次電池の製造方法を示す図であって、電極組立体の組立段階を示
す図である。
【図５】本発明に係る二次電池の製造方法を示す図であって、絶縁部材の組立段階を示す
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図である。
【図６】本発明に係る二次電池の製造方法を示す図であって、接触リードの組立段階を示
す図である。
【図７】本発明に係る二次電池の製造方法を示す図であって、接触リードの固定段階を示
す図である。
【図８】本発明に係る二次電池の製造方法を示す図であって、接触リードの固定段階を示
す図である。
【図９】本発明に係る二次電池の他の実施例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図を参照して、本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者が容易に実施す
ることができるよう、本発明の実施例を詳細に説明する。しかし、本発明は、いくつかの
異なる形態に具現されてよく、ここで説明する実施例に限定されない。さらに、図面で本
発明を明確に説明するため、説明と関係ない部分は省略し、明細書全体を通して類似の部
分に対しては類似の図面符号を付けた。
【００２３】
　本発明に係る二次電池は、図1から図2bに示すように、正極タブ111aと負極タブ111bが
備えられた電極組立体111が収容される缶110、缶110の開口部を仕上げるキャッププレー
ト120、キャッププレート120を通過した負極タブ111bが結合される接触リード130、及び
キャッププレート120の上部に備えられ、前記缶110の開口部を密封するトップキャップ(
図示省略)を含む。
【００２４】
　缶110は角形に形成され、内部に電極組立体111が収容される。
【００２５】
　一方、電極組立体111は、正極、分離膜及び負極が重なった状態でロール状に巻き取ら
れ、前記正極には正極タブ111aが結合され、負極には負極タブ111bが結合され、負極タブ
111bはキャッププレート120を通過した後、接触リード130の一側端部に溶接される。
【００２６】
キャッププレート120は、缶110の開口部の上端に結合され、一側から他側に正極タブホー
ル121、負極タブホール122及び注液ホール123がそれぞれ形成され、正極タブホール121は
正極タブ111aが通過するホールであり、負極タブホール122は負極タブ111bが通過するホ
ールであり、注液ホール123は注液を注入するホールである。ここで、キャッププレート
は絶縁性を有する。
【００２７】
　接触リード130は、図2aに示す通り、キャッププレート120の上面に備えられ、負極タブ
111bが溶接されて結合される。つまり、接触リード130は、一側端部に負極タブホール122
を貫通した負極タブ111bが結合される連結部131が備えられ、他側端部に結合部132が備え
られ、連結部131と結合部132との間に注液ホール123を仕上げる仕上部133が備えられる。
【００２８】
　ここで、接触リード130の他側端部は固定されていないため、励起するか撓む問題があ
り、特に二次電池の移動時に接触リード130の励起または撓みによりショートが発生する
問題がある。
【００２９】
　このような問題を解決すべく、本発明に係る二次電池は、接触リード130の他側端部を
固定するための絶縁部材140を含む。
【００３０】
　絶縁部材140は、図2a及び図2bに示すように、キャッププレート120と接触リード130と
の間に備えられ、接触リード130に形成された結合ホール132aに結合されつつ、接触リー
ド130の他側端部、すなわち仕上部133が固定される結合突起141と、結合突起141の先端に
備えられ接触リード130の上面に支持されつつ、接触リード130を固定する固定部142とを
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含む。
【００３１】
　つまり、絶縁部材140は、結合突起141に接触リード130の結合ホール132aが嵌合されつ
つ固定し、固定部142が接触リード130の上面に支持されつつ接触リード130が結合突起141
から離脱されないように固定する。
【００３２】
　よって、接触リード130は、一側端部が負極タブ111bと溶接されつつ固定され、他側端
部が絶縁部材140の結合突起141と固定部142により固定されつつ両側端部を固定すること
ができる。特に、接触リード130の端部が励起するか撓む問題を解決することができる。
【００３３】
　一方、絶縁部材140は高温により溶融が可能であり、絶縁性を有する合成樹脂として備
えられる反面、固定部142は結合突起141の先端を高温の熱で加圧することにより、結合突
起141の先端部が溶融されるとともに、外側へ徐々に拡張されつつ形成される。
【００３４】
つまり、固定部142は結合突起141の先端部が溶融されつつ一体に形成され、よって構造を
より単純化することができ、特に固定部142と結合突起141の強度増大により接触リード13
0の固定力を高めることができる。
【００３５】
　一方、絶縁部材140は、図1に示す通り、両側面に接触リード130の側部を支持するリブ1
43が形成され、リブ143は接触リード130の幅方向への流動を防止して絶縁部材140の強度
を高めることができる。
【００３６】
　一方、絶縁部材140は、接触リード130の一側端部、すなわち連結部131までカバーでき
るように延長して形成され、注液ホール123と負極タブホール122にそれぞれ連通される注
液貫通ホール145と負極タブ貫通ホール144が形成される。つまり、絶縁部材140は接触リ
ード130の一側端部から他側端部まで支持することにより、接触リード130の支持力と絶縁
性を高めることができる。
【００３７】
　一方、絶縁部材140は、キャッププレート120の上面に接着剤150で接着し、よって絶縁
部材140をより簡単にキャッププレート120に固定することができる。
【００３８】
　このような構成を有する本発明に係る二次電池は、接触リード130の他側端部、すなわ
ち、仕上部133を固定する絶縁部材140を含み、よって接触リード130の端部が励起（振動
）するか撓む問題を解決してショートの発生を未然に防止することができる。
【００３９】
　以下、本発明に係る二次電池を製造する製造方法を、図を参照して詳細に説明する。
【００４０】
　本発明に係る二次電池の製造方法は、図3に示す通り、電極組立体の組立段階(S10)、絶
縁部材の組立段階(S20)、接触リードの組立段階(S30)、及び接触リードの固定段階(S40)
を含む。
【００４１】
　電極組立体の組立段階(S10)は、図4に示す通り、正極、分離膜及び負極で巻き取られた
電極組立体111を缶110の開口部を介して収容する。このとき、電解液もともに収容する。
【００４２】
　次に、缶110の開口部の上端にキャッププレート120を結合して仕上げる。このとき、キ
ャッププレート120の正極タブホール121には電極組立体111の正極タブ111aが引き出され
、負極タブホール123には電極組立体111の負極タブ111bが引き出される。
【００４３】
　絶縁部材の組立段階(S20)は、図5に示す通り、キャッププレート120の上面に結合突起1
41が形成された絶縁部材140を取り付ける。このとき、絶縁部材140は、接着剤150を介し



(7) JP 2016-100341 A 2016.5.30

10

20

30

40

てキャッププレート120に取り付けて作業性と便宜性を高める。
【００４４】
　さらに、絶縁部材140は絶縁性を有する合成樹脂で製作し、これは結合突起141を熱融着
して固定部142を容易に形成することができる。つまり、絶縁性と加工性をともに得るこ
とができる。
【００４５】
　接触リードの組立段階(S30)は、図6に示す通り、接触リード130を絶縁部材140の上面に
配置した後、接触リード130の他側端部は結合突起141に結合させ、一側端部は負極タブホ
ール122を貫通した電極組立体111の負極タブ111bに溶接して連結する。
【００４６】
　つまり、接触リード130は、一側端部が負極タブ111bに溶接されつつ固定され、他側端
部が結合突起141に結合されつつ固定される。
【００４７】
　接触リードの固定段階(S40)は、図7及び図8に示す通り、接触リード130を貫通した結合
突起141の先端部を、加熱プレス10を介して高温の熱で加圧する。すると、結合突起141の
先端部が溶融されるとともに外側へ徐々に拡張される固定部142が形成されつつ、接触リ
ード130を固定する。
【００４８】
　以下、本発明に係る他の実施例を説明する。一方、前述した実施例と同一の構成と機能
を有する構成に対しては同一の構成符号を用い、重複する説明は省略する。
【００４９】
　図9は、本発明に係る二次電池の他の実施例を示す図である。
【００５０】
　本実施例に係る二次電池は、絶縁部材140 'に形成される結合突起141'が楕円形に形成
され、結合突起141 'が結合される接触リード130'の結合ホール132a 'が楕円形に形成さ
れる。
【００５１】
　つまり、互いに結合される結合突起141 'と結合ホール132a'は楕円形に形成して結合性
を高め、特に接触リード130 'の回転または流動を防止することができる。
【００５２】
　本発明の範囲は、前記詳細な説明よりは後述する特許請求の範囲により表され、特許請
求の範囲の意味及び範囲、そしてその均等概念から導き出される全ての変更または変形さ
れた形態が本発明の範囲に含まれるものと解釈されなければならない。
【符号の説明】
【００５３】
110  缶
111  電極組立体
120  キャッププレート
121  正極タブホール
122  負極タブホール
123  注液ホール
130  接触リード
131  連結部
132  結合部
132a  結合ホール
133  仕上部
140  絶縁部材
141  結合突起
142  固定部 
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